
JP 2003-510128 A5 2007.4.5

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 4月 5日 (2007.4.5)
　
【 公 表 番 号 】 特 表 2003-510128(P2003-510128A)
【 公 表 日 】 平 成 15年 3月 18日 (2003.3.18)
【 出 願 番 号 】 特 願 2001-526117(P2001-526117)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ａ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ Ｃ    7/14     (2006.01)   7/14     (2006.01)   7/14     (2006.01)   7/14     (2006.01)   7/14     (2006.01)   7/14     (2006.01)   7/14     (2006.01)   7/14     (2006.01)
                        Ａ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ Ｃ    7/28     (2006.01)   7/28     (2006.01)   7/28     (2006.01)   7/28     (2006.01)   7/28     (2006.01)   7/28     (2006.01)   7/28     (2006.01)   7/28     (2006.01)
                        Ａ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ ＣＡ ６ １ Ｃ    7/22     (2006.01)   7/22     (2006.01)   7/22     (2006.01)   7/22     (2006.01)   7/22     (2006.01)   7/22     (2006.01)   7/22     (2006.01)   7/22     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ａ ６ １ Ｃ    7/00          Ｂ
   Ａ ６ １ Ｃ    7/00          Ｅ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 1月 29日 (2007.1.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 歯 列 矯 正 器 具 で あ っ て 、
　 該 器 具 を 歯 に 固 着 す る た め の ベ ー ス と 、
　 該 ベ ー ス か ら 延 出 し て い る 本 体 と 、
　 略 近 心 － 遠 心 方 向 に 該 本 体 を 横 切 っ て 延 在 す る ア ー チ ワ イ ヤ ス ロ ッ ト と 、
　 ア ー チ ワ イ ヤ を 該 ア ー チ ワ イ ヤ ス ロ ッ ト 内 に 解 放 自 在 に 保 持 す る た め に 該 本 体 に 接 続 さ
れ た ラ ッ チ で あ っ て 、 該 ア ー チ ワ イ ヤ が 該 器 具 に 対 し 略 頬 唇 方 向 へ 約 ２ ． ３ ｋ ｇ を 超 え る
力 を 生 じ た と き に 、 該 ア ー チ ワ イ ヤ を 該 略 頬 唇 方 向 へ 該 ア ー チ ワ イ ヤ ス ロ ッ ト か ら 解 放 す
る ラ ッ チ と 、
を 具 備 す る 歯 列 矯 正 器 具 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 歯 列 矯 正 器 具 で あ っ て 、
　 該 器 具 を 歯 に 固 着 す る た め の ベ ー ス と 、
　 該 ベ ー ス か ら 延 出 し て い る 本 体 と 、
　 略 近 心 － 遠 心 方 向 に 該 本 体 を 横 切 っ て 延 在 す る ア ー チ ワ イ ヤ ス ロ ッ ト と 、
　 ア ー チ ワ イ ヤ を 該 ア ー チ ワ イ ヤ ス ロ ッ ト 内 に 解 放 自 在 に 保 持 す る た め に 該 本 体 に 接 続 さ
れ た ラ ッ チ で あ っ て 、 該 ア ー チ ワ イ ヤ が 該 器 具 に 対 し 略 頬 唇 方 向 へ 、 該 器 具 を 該 歯 か ら 該
略 頬 唇 方 向 へ 脱 離 す る の に 要 す る 力 の 約 半 分 未 満 で あ る 特 定 の 最 小 値 を 超 え る 力 を 生 じ た
と き に 、 該 ア ー チ ワ イ ヤ を 該 ア ー チ ワ イ ヤ ス ロ ッ ト か ら 解 放 す る ラ ッ チ と 、
を 具 備 す る 歯 列 矯 正 器 具 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 ア ー チ ワ イ ヤ を 前 記 ラ ッ チ に 対 し て 略 舌 側 方 向 に 押 圧 す る こ と に
よ り 、 該 ラ ッ チ が 、 前 記 ア ー チ ワ イ ヤ ス ロ ッ ト 内 へ の 該 ア ー チ ワ イ ヤ の 挿 通 を 可 能 に す る
ス ロ ッ ト 開 放 位 置 に 移 動 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 歯 列 矯 正 器 具 。
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